
 

 

2026年 7月 27日 

 

沖縄トヨタ自動車は、グループ会社のトヨタレンタリース沖縄が取り組んできた「沖縄ゆ

いまーるプロジェクト」に今年度より参画。「交通事故ゼロ」に向けてグループ一丸となっ

て、安全・安心な沖縄への貢献を目指す 

 

 

沖縄トヨタ自動車株式会社（本社：沖縄県浦添市、代表取締役社長：野原朝昌、以下「当社」）は、

グループ会社の株式会社トヨタレンタリース沖縄が、２０２０年より協議を開始し、２０２１年より一般財

団法人トヨタ・モビリティ基金などとともに立ち上げた「沖縄ゆいまーるプロジェクト」に参画しました。同

プロジェクトは、交通事故削減と地域活性化を目指す取り組みです。 

 

今年度より内閣府沖縄総合事務局が参画し、９者による産官学連携へと進展しています。「交通事

故ゼロ」を目指し、安全・安心なクルマ社会の実現により沖縄県民の皆さまと観光客に貢献したいとい

う想いから、当社は沖縄トヨタグループの一員として本プロジェクトへの参画を決定しました。 

 

１． 沖縄トヨタグループの役割 

沖縄トヨタグループは、沖縄トヨタ自動車株式会社、株式会社トヨタレンタリース沖縄、株式会社ＯＴ

Ｍで構成しています。今後は各社の強みを活かしながら、以下の役割にて取り組んでいきます。 

              

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

２．本プロジェクトにおける当社の貢献 

（１）安全運転支援アプリの実証拡大 

本プロジェクトでは安全運転支援を目的とし、トヨタレンタリース沖縄の貸出車両の車載マルチメディア

アプリ「ゆいまるくん」を活用した実証実験を参画メンバーと連携し、実施してきました。実証開始時の

２０２４年は６３台の実証車両からスタートしましたが、２０２５年１０月より約３０００台へと増車しまし

た。ファミリーカーやセダンまで、様々な車種の導入とトヨタレンタリース沖縄の県内全店舗での実証

車両の導入に拡大しています。これにより、多様なデータによる分析が可能となり、本取り組みに貢献

しています。 

 

  

 

 

 

（２）訪日外国人の対策 

トヨタレンタリース沖縄を含む県内のレンタカー事業者では、訪日外国人の増加に伴い、訪日外国人

による交通事故が課題となっていました。当社の調査では、訪日外国人の交通事故は日本人に比べ

約３.５倍（２０１７年～２０２３年）と高い傾向であることが判明しています。本取り組みにおいて、２０２６

年度は訪日外国人の交通事故削減を目指すこととしており、当社では貸渡データおよび事故データ

を収集・分析していきます。 

また、トヨタレンタリース沖縄では訪日外国人のお客様に対して、お客様の滞在中の安全と交通安全

を願い、沖縄県の歴史ある神社の琉球八社の一つである沖宮で祈祷していただいたオリジナルの交

通安全お守りをつくりました。無事故でレンタカーを返却されたお客様へお守りをお渡ししています。お

客様からは、「自国に戻っても、安全運転をしていきたい」などの声をいただいています。 

今後はさらに、本プロジェクトで制作した、各者のデータ分析による危険箇所を取りまとめて AIに分析

させた「AI リスクマップ」もお客様へ配布し、お客様への周知・広報を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※車種一例 

 

※イメージ図（トヨタ自動車） 



 

 

 

図：沖縄ゆいまーるプロジェクト作成 

 

 

 

 

 

 

 

また、お客様から生のお声をお伺いできる当社の強みを活かし、訪日外国人のお客様を対象にアン

ケートを実施しました。その結果、日本の交通ルールに対して理解ができておらず、道路標識につい

ては、特に「徐行」、「一時停止」、「駐停車禁止」などについての認知が低いことが顕著に判明しまし

た。これらの結果は、今後の本取り組みで活かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）希少野生動物保護についての取り組み 

沖縄県では主に北部地域に生息するヤンバルクイナやケナガネズミなどの希少野生動物の保護

が課題となっていました。本プロジェクトではトヨタレンタリース沖縄のレンタカー実証車両（約３００

０台）を活用し、車載マルチメディアアプリを通じて注意喚起の通知を行っています。これにより、

※アンケートは４か国語（英語・中国語・韓国語・タイ語）で作成 

当社にて訪日外国人のお客様へお渡ししている交通安全お守り 

表面 裏面 



 

 

平均で約１km/ｈ の速度が低減する効果（乾燥路面で+１.４５ｍの停止余裕※）があることを確認

しました。（トヨタ・モビリティ基金リリースより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、トヨタレンタリース沖縄にて国内からのお客様を対象にアンケート調査をしたところ、「アプリに

よる通知を受けて安全運転を意識した」と回答した方が約６１％となりました（約５００名のお客様

からのアンケートによる）。この結果から、本アプリの機能がドライバーの注意喚起や安全運転意識

の向上に寄与していることが確認されました。 

また、ヤンバルクイナやケナガネズミの認知が高いことも下図のボードからも判明しています。 

沖縄県の宝である希少野生動物の保護にも今後も取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

沖縄トヨタグループは、「人々の暮らしに寄り添い、この島の笑顔のために未来を支え、沖縄にとって

かけがえのない会社」の実現に向けて、地域社会との調和ある成長に努めます。 

※イメージ図（トヨタ自動車） 

回答しやすいよう店舗内にアンケートボードを設置し 

お客様にはシールを貼付けて回答いただく形式を採用 



 

 

今後もトヨタレンタリース沖縄を中心に、グループ一丸となり、産官学の多様なメンバーとともに「交

通事故ゼロ」をめざし、安全で安心な沖縄県の実現に向けて取り組んでまいります。 

 

 

【連携協定パートナー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                           

（ステップ１リリース）211206_press_release.pdf (oki-toyota-rent.jp) 

（ステップ２リリース）221003.pdf (oki-toyota-rent.jp) 

（沖縄県警連携協定リリース）230215.pdf (oki-toyota-rent.jp) 

（ステップ３リリース）https://www.oki-toyota-rent.jp/pdf/240318.pdf 

（ステップ４リリース）https://ros-cms-data.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/_file/6079/e5f58acf8d.pdf 

 

 

 

今回の取り組みに関連する SDGsの目標：  

 

 

 

 

お問い合わせ先 

沖縄県浦添市勢理客４－１８－１ 

グループ戦略本部 事業戦略課 

渡久地 

TEL：090-7587-9353 

（受付時間：8：45～17：30.月曜日、土日祝を除く） 
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